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行き過ぎた
　　　徴税行政は問題

議
員

　
先

日
、
他
市

の
防
災
公

園
を
視
察

し
て
き
た
。
市
の
中
心
部

に
、
大
き
な
広
場
、
災
害

時
に
必
要
と
な
る
施
設

や
、
防
災
ベ
ン
チ
、
テ
ン

ト
に
な
る
パ
ー
ゴ
ラ
の
説

明
を
聞
い
て
き
た
。
こ
の

よ
う
な
公
園
が
本
市
に
も

必
要
と
考
え
る
。

都
市
整
備
部
長　

災
害
時

に
上
部
の
座
面
を
取
り
外

し
て
煮
炊
き
が
で
き
る

「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」
は
、

芦
原
た
ん
ぼ
公
園
に
２
基

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
公
園
の
改
修
や

整
備
を
実
施
す
る
と
き
に

は
、
避
難
場
所
な
ど
の
地

域
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、

設
置
に
つ
い
て
検
討
を
し

て
い
く
。

教
育
部
長　

　

学
校
の
最

も
重
要
な
役

割
は
、
児
童

生
徒
の
安
全

確
保
で
あ

る
。
避
難
所

と
し
て
の
学

校
の
役
割
も

重
要
な
こ
と

で
、
今
後
、

本
市

　防
災
公
園

　

本
市
の
防
災
公
園
の

　
　
　
　
　
　　

整
備
状
況
は

「
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い
く
」

冨
岡 

節
子 
議
員

防
災
担
当
部
局
と
も
連
携

し
、
防
災
ベ
ン
チ
の
設
置

も
含
め
て
研
究
し
て
い

く
。

議
員

　
市
内
の
企
業
が
移

転
し
た
広
い
跡
地
を
、
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
住
宅
用
に

す
る
の
で
は
な
く
、
市
民

の
た
め
の
大
き
な
公
園
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長　

防
災
力
の
強

化
に
な
り
、
重
要
と
考
え

る
が
、
用
地
取
得
時
の
財

政
状
況
や
平
常
時
の
公
園

の
活
用
方
法
な
ど
、
関
係

部
署
と
協
議
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

議
員

　
多
く
の
市
民
が
防

災
を
意
識
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
も
ら
い

た
い
。

企
業
が
移
転
し
た

後
の
土
地
の
利
用
は

▲季節は巡りサクラサク

かまどになる防災ベンチ▼

望ましい税構成への
　　　研究を進めよ

公明党　神谷 雄三　議員
議
員
　
税
務
担
当
部
門
は
、

税
構
造
か
ら
見
た
将
来
の

望
ま
し
い
税
構
成
を
考
え

る
頭
脳
と
し
て
、
都
市
経

営
に
研
究
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

市
長　

租
税
の
原
則
で
あ

る
「
公
平
、
簡
素
、
中
立
」

に
立
ち
、
近
隣
市
に
比
較

し
法
人
の
課
税
客
体
が
多

い
と
い
う
、
市
の
地
域
特

性
に
根
ざ
し
た
税
構
造
を

強
く
認
識
し
な
が
ら
、
重

要
な
財
源
で
あ
る
税
の
確

保
を
強
力
に
、
ま
た
柔
軟

議
員
　
行
き
過
ぎ
た
徴
税

行
政
の
結
果
、
人
権
や
生

活
を
脅
か
す
よ
う
な
滞
納

整
理
が
強
行
さ
れ
る
こ
と

は
問
題
で
あ
る
。
市
民
の

生
活
実
態
に
対
応
し
た
徴

税
行
政
へ
転
換
す
べ
き

だ
。

市
長　

税
は
健
全
な
財
政

運
営
を
進
め
る
た
め
に
重

要
な
財
源
で
あ
る
。
納
期

内
納
税
者
と
の
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
、
納
税
相

談
等
を
積
極
的
に
行
う
と

と
も
に
、
滞
納
税
の
早
期

に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

解
消
や
滞
納
処
分
の
強
化

を
図
り
、
収
納
率
向
上
に

努
力
し
て
い
る
。
滞
納
者

の
状
況
に
よ
っ
て
は
厳
し

い
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
場
合
も
あ
る
が
、
今
後

と
も
人
権
に
配
慮
し
た
上

で
適
正
な
法
執
行
に
努
め

て
い
く
。

議
員
　
本
市
の
行
政
面

積
で
は
、
単
独
校
調
理
場

の
必
要
は
な
い
。
こ
の

際
、
勇
気
あ
る
見
直
し
を
。

市
長　

安
全
で
お
い
し
い

学
校
給
食
の
提
供
と
と
も

に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食

へ
の
細
や
か
な
対
応
を
行

う
な
ど
の
た
め
に
、
現
時

点
で
は
単
独
校
方
式
へ
移

議
員
　
①
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
は
、
市
民
の
幅
広

い
意
識
醸
成
を
図
っ
て

か
ら
が
望
ま
し
い
が
、
目

的
と
権
限
は
。

　
②
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
補
助
金
は
、
自
立
に
つ

な
が
る
も
の
か
。

市
長　

①
地
区
の
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
や
個
人
で

組
織
さ
れ
、
地
域
の
問
題

議
員
　
こ
ど
も
医
療
費

は
、
蕨
市
、
さ
い
た
ま
市

な
ど
多
く
の
自
治
体
が
中

単
独
校
給
食
調
理
場

の
見
直
し
を

ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
は

こ
ど
も
医
療
費

支
援
制
度
の
拡
大
を

特
別
支
援
学
級
の

増
設
は

行
を
進
め
て
い
き
た
い
。

学
卒
業
ま
で
無
料
で
拡
大

し
て
い
る
。
本
市
も
一
日

も
早
く
無
料
化
に
す
べ
き

だ
。

市
長　

義
務
教
育
就
学
児

童
は
、
乳
幼
児
の
場
合
と

同
じ
割
合
で
２
割
相
当
分

を
助
成
し
て
い
る
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
特
別
支
援
学
級

の
増
設
は
、
我
が
党
が
毎

総括質問

年
要
望
し
て
き
た
も
の

で
あ
り
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
内
容
で
増
設
す

る
の
か
。

市
長　

美
女
木
小
学
校

に
知
的
障
害
が
あ
る
児

童
の
特
別
支
援
学
級
を

１
学
級
、
喜
沢
中
学
校
に

知
的
障
害
と
自
閉
症
・
情

緒
障
害
が
あ
る
生
徒
の

特
別
支
援
学
級
を
１
学

級
新
設
す
る
。
新
曽
北
小

学
校
に
は
、
自
閉
症
・
情

緒
障
害
の
特
別
支
援
学

級
を
増
設
す
る
。

▲

本
庁
舎
の
一
画
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

▲

税
金
滞
納
者
の
車
両
の
差
し
押
さ
え
風
景

　議員は、毎年3月、6月、9月、
12月に開く定例市議会で、市政
全般に対し質問をすることがで
きます。これを「一般質問」といい
ます。
　今定例会では2月19日、22
日、23日の3日間にかけて、14人
の議員が一般質問を一問一答方
式で行いました。　ここに掲げた
のは、その質問・答弁の大要です。

解
決
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
、
将
来
的

に
は
市
内
５
地
区
に
設
置

し
た
い
。
事
業
内
容
、
権

限
等
は
、
事
業
の
推
移
を

見
な
が
ら
地
域
と
協
議
し

た
い
。

　

②
市
民
活
動
団
体
が
地

域
の
問
題
解
決
に
取
り
組

む
事
業
に
対
し
て
補
助

し
、
自
主
的
・
自
立
的
な

活
動
を
促
す
も
の
で
あ

る
。
団
体
の
自
主
的
な
運

営
が
で
き
る
補
助
方
法
と

し
た
い
。 
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